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鸞
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千

賀

眞

順

一
、
序

読

二
、
傳

燈

論

三
、
教

判

論

四
、
聖

典

論

五
、
本

願

論

六
、
佛

土

論

七
、
信

行

論

入
、
結

語

鬮
、
序

説

淨
土
宗
義
の
成
立
は
宗
詛
の
人
格
思
想
信
仰
に
基
く
教
團
の
生
活
樣
式
に
依
て
基
礎
付
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
淨

土
宗
團
成
立
當

初
の
情
勢
に
遡
て
教
義
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
宗
團
の
指
導
原
理
と
し
て
淨

土
宗

の
生
活
樣
式
は
專
修
念
佛
で
あ

る
。
即
ち
南
都
の
奏
状
に

も
「
念
佛
の
宗
を
立
て

・
專
修
の
行
を
勸
む
」
と
て
專
修
念
佛

こ
そ
淨
土
宗
義

の
特
相
と
す
る
こ
と
に
就
て
種

々
に
論
議
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ

淨
土
宗
義
と
曇
鸞
教
義
(千
賀
)

七
三



七
四

の
專
修
念
佛
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
善
導
大
師
の
觀
經
疏
の
文
に
依
り
末
代
の
凡
夫
が
彌
陀
の
名
を
稱
ふ
る
こ
と
に
よ
つ
て
本
願
に
助
け
ら

れ
往
生
淨
土
の
目
的
を
逹
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
の
信
仰
よ
り
立
教
さ
れ
た
宗
組
の
已
證
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
あ
な
い
。
而
も

,
「我
身
は
戒
行
に
於
て
一
戒
を
も
保
た
ず
、
禪
定
に
於
て

一も
こ
れ
を
得
ず
、
智
慧
に
於
て
斷
惑
證
果
の
正
智
を
得
ず
、
こ
の
三
學
の
外
に
我
心
に
相
應

す
る
法
門
あ
り
や
、
我
身
に
堪
へ
た
る
修
行
や
あ
る
。
(全
驫

)

と
言
ひ
、
或
は

「源
塞
の
目
に
は
三
心
も
南
無
阿
彌
陀
佛
、
四
修
も
南
無
阿
彌
陀
佛
、
五
念
も
南
無
阿
彌
陀
佛
な
り
。」
(全
集
脚
)

と
の
但
信

ロ
稱
の

】
行
三
昧
の
う
ち
に
、
念
戎

一
致
し
て
佛
道
の
現
成

へ
と
進
み
行
く
生
活
が
戒
行
の
眞
意
で
あ
る
。
こ
の
高
次
的
な
專

修

一
行
に
よ
る
生
活
の
統

一
を
そ
の
目
標
と
し
て
、
往
生
淨
土
、
凡
入
報
土
を
目
指
し
て
ゐ
る
か
ら
宗
義
の
特
相
は
こ
の
專
修
念
佛
と
凡

入
報
土
の
二
要
素
で
こ
れ
こ
そ
宗
義
構
成
の
綱
格
で
あ
る
。
こ
の
宗
義
の
成
立
を
し
て
か
く
あ
ら
し
め
た
背
景

た
る
時
代
的
沚
會
的
諸
状

態
を
眺
め
る
と
成
程
と
首
肯
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
宗
組
の
時
代
は
濁
亂
不
安
の
時
相
で
正
に
保
元
、
甼
治
、
承
久
と
打
績
く
兵
亂
、

火
災
、
饑
饉
、
天
災
等
の
悲
慘
事
の
蓮
續
で
あ
る
。
こ

蕊
に
現
世
利
釜
を
希
求
す
る
人
心
に
迎
合
し
て
所
疇
佛
教
が
卑
俗
な
祭
祀
主
義
に

な
り
、
且
つ
僣
風
は
墮
落
し
て
五
濁
惡
世
と
歎
ぜ
し
め
、
世
は
澆
季
、
法
は
末
法
、
人
は
全
く
去
就
に
迷
ふ
の

み
と
な
つ
た
。
都
佛
教
も

山
佛
教
も
全
く
形
式
化
し
て
徒
に
教
理
の
深
遠
な
觀
念
論
と
な
り
無
力
に
な
り
果
て
た
。
淨
土
宗
は
こ

、
に
誕
生
す
べ
き
運
命
を
持
ち
人

心

に
明
る
い
希
望
と
安
定
を
與

へ
人
生
を
調
整
し
て
そ
の
歸
趨
す
る
所
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な

る
點
は
時
機
相
應

.
機
教

相
應
と
し
て
澆
季
の
新
佛
教
と
し
て
の
救
濟
道
を
読
き
、
僣
俗
の
區
別
を
捨
て

エ
民
衆
の
精
神
的
要
求
に
應
じ

て
信
仰
事
實
を
重
観
し
、

念
佛
の
信
行
に
依
て
人
生
の
目
的
を
標
示
し
意
義
づ
け
る
こ
と

』
な
つ
た
。



か
く
て
淨
土
宗
是
は
從
來
の
成
佛
論
、
佛
陀
論
、
自
力
修
道
論
よ
り
新
し
き
往
生
論
、
本
願
論
、
他
力
念
佛
論

へ
と
展
開
し
て
來
た
、

こ
れ
は
正
し
く
宗
祺
の
時
代
瓧
會
の
見
極
め
よ
り
出
で
た
る
淨
土
宗
義
で
は
あ
る
が
、
そ
の
宗
義
の
依
て
以
つ
て
立
つ
所
、
勿
論
偏
依
善

導

に
あ
る
は
明
か
で
あ
る
が
、
更
に
遡
て
本
年
千
四
百
年
の
遠
忌
に
相
當
す
る
曇
鸞
教
義
に
そ
の
要
素
を
見
る
の
み
な
ら
す
、
恐
ら
く
は

鸞
師
を
詛
述
す
る
道
綽
、
道
綽
よ
0
受
教
せ
る
善
導
と
淨
土
教
義
は
展
開
し
擴
充
し
組
成
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
淨

土
宗
義
史
上
始
組
と
仰
ぐ

べ
き
は
曇
鸞
法
師
で
あ
る
。
勿
論
時
代
を
異
に
し
所
を
異
に
し
之
を
同
日
に
談
じ
得
な

い
が
、
淨
土
宗
義
發
展

の
内
面
的
考
察
よ
り
す
る

と
、
鸞
師
淨
土
歡
の
後
世
支
那
日
本
淨

土
教
義
上
に
及
ぼ
せ
る
影
響
は
看
逋
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
。
以
下
曇
鸞
教
學
と
淨

土
宗
義
の
考

察

の
概
要
を
述
べ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
注
意
さ
る
丶
曇
鸞
教
義
の
特
相
は
無
量
壽
經
に
依
る
本
願
力
發
見
よ
り
往
生
淨
土
を
鼓
吹
し
そ
σ
生
因

と
し
て
心
無
他
想
の
念
佛

に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
ゐ
る
。
帥
ち
「
但
以
二信
佛
因
縁
一願
〆生
二淨

土
一乘
二佛
願
力
一便
得
ノ往
二
生
彼
清
淨
國

土
一佛
力
佳
持
帥
入
二
大
乘

正
定
聚
殉」
と
言

へ
る
は
論
註
全
體
の
根
本
要
旨
で
こ
」
に
淨
土
宗
義
の
始
源
が
窺
は
れ
る
。
併
し
曇
鸞
淨
土
教
義

の
時
代
環
境
の
背
景
は

宗

祀
の
そ
れ
と
い
さ

Σ
か
趣
を
異
に
す
る
か
ら
未
だ
宗
組
の
如
き
純
正
な
宗
義
の
體
系
は
見
ら
れ
得
な
い
。
先

づ

鸞
師
當
時
の
時
代
觀
を
考
察
す
る
に
、
羅
什
門
下
僭
叡
は
成
實
論
序
に
羅
什
の
語
と
し
て
佛
滅
後
三
百
五
十
年
馬
鳴
出
世
、
五
百
三
十

年
龍
樹
出
世
、
馬
鳴
は
正
法
毋
末
に
興
O
龍
樹
は
像
法
の
初
め
に
起
る
と
し
て
羅
什
、
道
安
、
慧
遠
等
を
像
法

人
師
の
代
表
と
し
未
だ
明

な
末
法
觀
は
見
ら
れ
な
い
。
但
だ
南
岳
慧
思
の
立
誓
願
文
に
「
正
法
五
百
年
像
法

一
干
年
末
法

一
萬
年
。
」
と
し
て
法
滅
の
次
第
を
叙
し
て

ゐ
る
。
併
し
末
法
の
考
察
は
隋
に
至
て
遽
に
起
り
唐
に
至
つ
て
喧
し
く
言
は
れ
た
も
の
故
、
・末
法
觀
を
基
礎
と
な
せ
る
淨
土
歡
も
鸞
師
に

於
て
は
明
に
末
法
を
言
は
な

い
、
併
し
そ
の
教
義
を
考
察
す
る
時
、
龍
樹
易
行
品
の
読
を
引
き
、
菩
薩
が
不
退
轉
を
求
め
ん
と
す
る
の
に

淨
土
宗
義
と
曇
鸞
教
義
(千
賀
)

七
五



七
六

難

易
二
道
の
道
を
立
て
、

そ
の
中
五
濁
の
世
、
無
佛
の
時
に
於
て
不
退
を
求
め
る
の
を
難
行
道
と
し
信
佛
の
因
縁
を
以
て
淨
土
に
生
じ
佛

力
に
佳
持
せ
ら
れ
て
大
乘
正
定
聚
に
入
る
を
淨
土
易
行
道
と
名
付
け
し
は
明
に
末
法
觀
に
非
ざ
る
も
五
濁
惡
世
の
時
代
觀
を
反
省
せ
る
も

の
で
淨

土
宗
義
背
景
と
相
蓮
關
す
る
も
の
が
あ
る
如
き
で
あ
る
。
以
下
項
を
分
ち
て
兩
者
の
關
係
を
明
に
し
以
て
淨
土
宗
始
組
と
し
て
尊

崇

さ
れ
て
然
る
べ
き
所
由
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と

丶
す
る
。

二
、
傳

燈

論

淨
土
宗
成
立
の
傳
燈
的
基
礎
は
佛
典
上
の
典
據
た
る
聖
典
論
、
教
理
の
理
論
根
據
た
る
歡
判
論
と
共
に
宗
義

の
前
提
的
必
須
條
件
と
言

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
宗
租
が
淨
土
宗
獨
立
の
宣
言
を
な
さ
れ
て
、
念
佛
信
仰
が
隆
盛
に
向
ふ
に
從
ひ
、
諸

宗
の
批
議
す
る
所
と
な
り

そ
れ
が
具
體
化
し
て
大
原
問
答
と
な
り
、
東

大
寺
十
問
答
と
な
つ
て
反
駁
宣
明
さ
れ
た
と
言

へ
る
。
惟

ふ
に
宗

租
の
開
宗
は
強
い
不
退
轉

の
信
仰
體
驗
に
よ
つ
て
ゐ
る
か
ら
所
謂
形
式
的
傳
承
は
不
必
要
と
も
言

へ
る
。
併
し
當
時
の
時
代
背
景
は
淨
土
寓
宗
で
あ
り
、

「
源
室
は

傳
燈
の
大
祀
な
る
か
。
」
(興
頑
寺
奏
釈
)'と

言

ふ
如
き
諸
の
批
議
に
答

へ
乃
爲
め
偏
依
善
導
と
主
張
さ
れ
、
更
に
支
那
淨
土
教
の
傳
承
系
統

を

立
て
ら
れ
た
。
即
ち
支
那
淨

土
教
の
五
祀
を
選
定
し
て
鸞
師
以
下
を
明
示
さ
れ
、
正
し
く
鸞
師
を
淨
土
宗
義

上
の
始
祀
と
し
て
之
を
尊

崇
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
選
擇
集
第

一
章
に
三
種
の
傳
承
を
立
て

』
あ
る
。
第

一
に
廬
山
慧
遠
流
と
し
て
佛
圖
澄
、
置
安
、
慧
遠
、
第
二
に

慈

愍
三
藏
流
と
し
て
觀
音
相
承
せ
る
慈
愍
の
淨
土
教
、
第
三
に
道
綽
善
導
流
と
し
て
安
樂
集
に
依
る
菩
提
流
支
、
惠
籠
、
道
場
、
曇
鸞
、

大
海
、
法
上
を
擧
け
、
唐
宋
兩
高
僭
傳
に
依
る
菩
提
流
支
、
曇
鸞
、
道
綽
、
善
導
、
懐
感
、
少
康
を
擧
け
、
こ
の
後
者
を
以
て
淨
土
宗
正
・

統

相
承
と
し
震
且
の
五
租
と
し
て
ゐ
る
。

(西
宗
要
第
四
に
も
詳
詭
す
)

且

つ
印
度
の
馬
鳴
、

龍
樹
、

天
親
を
加

へ
て
淨
土
宗
の
傳
燈
相
承



と
さ
れ
て
ゐ
る
。
菩
提
流
支
の
淨
土
系
統
及
び
流
支
よ
り
鸞
師

へ
の
觀
經
(
往
生
論
)
授
受
に
就
て
は
不
明
に
し
て
疑
點
が
存
す
る
。
即
ち

流
支
の
淨
土
系
統
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
所
譯
の
論
部
中
天
親
の
も
の
多
く
、
從
て
天
親
教
學
に
精
通
せ
る
こ
と
は
明
で
あ
る
が
論
註

に
流
支
の
譯
語
を
批
難
し
て
ゐ
る
所
よ
り
考
察
す
れ
ば
望
月
博
士
も
指
示
さ
れ
し
如
く
そ
の
受
教
の
師
は
道
場
で
あ
ら
う
と
推
定
憾
れ
る

の
も
首
肯
さ
れ
る
。
(支
那
淨
土
歡
理
史
72
)
何
れ
に
し
て
も
鸞
師
は
四
論
を
深
く
研
究
し
て
龍
樹
に
私
淑
し

「
南
無
慈
悲
龍
樹
尊
、
至
心
歸

命

頭
面
禮
」
と
讃
仰
さ
れ
、
論
註
は
天
親
の
往
生
論
註
解
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
精
力
を
集
注
し
て
あ
る
か
ら
鸞
師
は
龍
天
二
師
の
思
想
傳

承
者
で
あ
る
。
從
て
宗
義
史
上
淨

土
思
想
の
始
源
を
支
那
に
求
め
る
限
り
始
組
の
地
位
に
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な

い
。-

三
、
教

判

論

淨
土
宗
成
立
の
理
論
的
根
據
邸
ち
本
宗
の
教
判
論
は
諸
宗
の
教
判
と
異

つ
た
立
場
と
根
據
と
を
持

つ
の
で
あ

る
。
帥
ち
普
通
釋
尊
教
読

の
價
値
を
批
判
す
る
天
台
の
五
時
教
判
等

で
も
な
く
、
教
理
の
淺
深
優
劣
を
の
み
論
判
す
る
華
嚴
の
五
教
十
宗
、
天
台
の
四
教
義
八
教
判

等

と
全
然
立
場
を
異
に
す
る
特
色
あ
る
教
判
を
用
ひ
ら
れ
た
。
勿
論
本
宗
教
判
の
構
成
に
は
從
來
の
教
判
を
用

ひ
或
は
從
來
の
教
判
に
負

ふ
所
も
認
め
る
が
、
宗
租
が
主
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
は
道
綽
禪
師
の
聖
道
淨
土
の
二
門
製

u鸞
師
の
難
行
易
杼
の
二
道
門
で
何
れ
も
淨

　

土
教
獨
特
の
特
色
を
有
し
て
ゐ
る
。

、こ
の
二
教
判
の
中
聖
道
淨
土
の
二
判
は
選
擇
集
開
卷
第

一
章
に
「
捨
一一聖
道

一歸
二淨

土
之
文
一」
と
し
て

諸

宗
の
教
判
を
盡
く
批
判
し
て
時
と
機
と
教
の
三
者
が
相
應
す
る
も
の
こ
そ
往
生
淨
土
の
道
で
人
間
の
此
土
入
聖
の
觀
念
を
排
斥
し
、
飽

く
ま
で
現
實
の
自
己
と
秕
會
を
眺
め
る
時
、
佛
の
本
願
に
依
て
助
け
ら
れ
念
佛
し
て
眞
實
道
め
信
仰
を
持

つ
こ
そ
人
間
の
現
實
相
應
の
修

道

で
あ
る
。
正
に
聖
道
門
は
難
行
、
自
力
個
人
的
、
淨

土
門
は
易
行
、
他
力
利
他
的
な
り
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
聖
道
淨
土
の
二
門
批
判

淨
土
宗
義
と
曇
鸞
教
義
(千
賀
)

七
七



七
八

を
難
行
易
行
の
二
道
門
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
故
に
宗
祗
は
鸞
師
は
綽
師
の
聖
淨
批
判
と
共
に
二
道
門
を
多
く
用
ひ
ら
れ
て
あ
る
。

印
ち
鸞
師
が
論
註
上
に
龍
樹
の
十
佳
毘
婆
娑
論
を
引
て

「
一
者
難
行
道
二
者
易
行
道
難
行
道
者
謂
於
五
獨
之
世
於
二
無
佛
時
'求
二阿
毘
跋
致
一爲
レ難
此
難
乃
有
二多
途
一乃
至
唯
是
自
力
無
二他
力
持
一譬
如
二陸
路
歩

行
則
苦
↓易
行
道
者
謂
但
以
=信
佛
因
縁
一願
レ生
二淨
土
一乘
二佛
願
力
一便
得
三往
二生
彼
清
淨
土
ご
(淨
全

舳

)

と
言
ふ
て
聖
道
淨
土
の
理
由
を
明
し
て
、
往
生
淨

土
の
易
行
道
こ
そ
、
上
衍
の
極
致
、
不
疆
の
風
航
也
と
強
調

し
て
ゐ
る
。
而
も
鸞
師
は

難
易
二
道
判
は
淨
土
と
穢
土
に
鬢
照
し
て
分
判

せ
ら
れ
、
こ

丶
に
淨
土
教
義
が
成
立
す
る
故
、
龍
樹
の
二
道
制

と
趣
を
異

に
し
て
ゐ
る
。

の
み
な
ら
す
龍
樹
の
易
行
は
彌
陀

一
佛
と
信
受
し
、
こ
Σ
に
自
己
の
願
生
西
方
の
信
念
を
確
立
せ
し
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

淨

土
教
思
想
史
上

一
大
飛
躍
で
淨

土
宗
義
皮
上
始
詛
九
る
思
想
者
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
、
聖

典

論

淨
土
宗
の
證
權
的
聖
典
は
正
し
く
淨
土
三
經
で
あ
る
。
し
か
も
宗
組
の
觀
方
は
「各
宗

に

一
切
經
あ
り
」
、
天
台
宗
の

一
切
經
で
は
法
華

經
、
華
嚴
宗

で
は
華
嚴
經
、
三
論
で
は
般
若
經
、
法
相
宗
で
は
解
深
密
經
を
以
て
究
竟
眞
實
と
す
る
。
本
宗
で
は
往
生
淨

土
の
教
読
の
立

場
よ
り
諸
經
論
を
選
擇
批
制
し
て
正
依
三
經

}
論
の
規
定
を
せ
ら
れ
た
。
邸
ち
古
來
よ
り
「
總
依
二
一
代
諸
經
一
別
依
一一三
經

一
論
ご
と
言
ふ

證
權
論
が
本
宗
獨
特
の
も
の
に
し
て
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
宗
祀
は
選
擇
集
に
三
經
共
に
諸
行
中
に
念
佛
を
選
擇
す
る
旨
を
明
し
て
、
大
經

に
本
願
、
讃
歎
、
留
教
の
三
選
擇
、
觀
經
に
攝
取
、
化
讃
、
付
屡
の
三
選
擇
、
小
經
に
選
擇
證
誠
が
あ
り
、
般
舟
三
昧
經
に
よ
る
選
擇
我

名
と
共
に
選
擇
本
願
念
佛
の
無
觀
稱
名
に
依
る
往
生
淨
土
を
説
示
す
る
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
更
に
本
宗
の
特
色
と
し
て
は
、
支
那
に
於



け
る
經
論
の
註
釋
書
を
重
ん
じ
た
こ
と
で
、
宗
組
も
幾
多
の
著
作
を
論
據
と
さ
勉
て
ゐ
る
、
邸
ち
鸞
師
の
論
註

二
卷
等
、
道
綽
の
安
樂
集
、

導
師
の
觀
經
疏
、
懐
感
の
群
疑
論
、
法
照
の
法
事
讃
等
で
あ
る
。
中
に
就
て
觀
經
疏
は

一
宗
の
指
南

と
し
て
御
書

と
し
て
偏
依
さ
れ
て
ゐ

る
。
こ
れ
三
階
教
並
に
道
綽
禪
師
の
高
く
掲
け
宣
揚
し
癩
こ
と
に
よ
る
ガ
、
正
に
末
法
時
初
期
に
出
世
し
た
導
師
で
あ
る
か
ら
、
五
念
止

觀
業
を
止
揚
し
て
念
佛
正
定
業
の
五
正
行
瞳
規
定
せ
ら
れ
安
心
起
行
作
業
の
綱
格
が
立
案

せ
ら
れ
、
之
に
基
で
宗
祀
の
薪
宗
義
が
宣
揚
さ

れ
て
ゐ
る
。
故
に
鸞
師
教
學
に
於
て
未
だ
末
法
時
に
非
す
、
末
法
佛
教
と
は
言

へ
な
い
が
、
像
法
絡
末
に
當
り

か
つ
三
階
教
等
の
影
響
あ

り
て
か
末
法
觀
が
動
い
て
ゐ
る
と
言

へ
る
。
印
ち
大
經
に
「
當
來
之
世
經
道
滅
盡
我
以
二慈
悲
一哀
愍
特
留
二此
經

一止
佳
百
歳
」
の
教
読
に
ょ

り
衆
生
效
濟
の
教
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
鸞
師
の
深

く

菩
提
流
支
よ
り
所
謂
觀
經

と

言
ふ
も
恐
ら
く
往
生
論
で
あ
ろ
う
が
、
、
そ

れ
に
依
て
入
淨
し
自
己
の
淨

土
教
を
確
立
さ
れ
た
も
の
は
三
經
で
あ
る
と
言

へ
る
。
邸
ち
淨
土
教
傳
承
上
、
三
經
所
依
の
意
が
顯
は
れ
て

ゐ
る
の
は
天
親
の
往
生
論
第

一
に
「
我
依
二
修
多
羅
眞
實
功
徳
相
一読
二
願
偈
總
持
一與
二佛
教

一相
應
。」
(淨
奎

、
瓢
)

と
あ
る
。
鸞
師
は
正

し
く
こ
の
修
多
羅
眞
實
功
徳
相
の
修
多
羅
は
往
生
論
に
し
て
三
經
通
申
の
意
な
り
と
想
定
さ
れ
三
經
の
根
本
主
體
を
論
じ
て
名
號
な
り
と

斷
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
論
註
に

「無
量
壽
經
安
樂
淨
土
如
來
名
號
、
繹
迦
牟
尼
佛
在
=王
舍
城
及
舍
衞
國
一於
=大
衆
之
中
一読
二無
量
壽
佛
莊
嚴
功
徳
一師
以
二佛
名
號
一爲
=經
體
ご
(淨
全
一
、

　c
　

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
て
明
瞭
に
往
生
論
が
三
輕

に
基
礎
付
ら
れ
て
ゐ

る

と
見

ら

れ
三
經
の
文
を
註

に
引
用
さ
れ
て
あ
、

る
。
、印
ち
註
下
の
善
巧
攝
化
章
に
大
經
三
輩
の
發
菩
提
心
を
引
用
し
て
信
心
也
な
ど
隨
所
に
釋
せ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
中
特
に

注
意
す
べ
き
は
論
註
に

淨
土
宗
義
と
曇
鸞
教
義
(千
賀
)

七
九



八
〇

「應
レ知
下三
種
莊
嚴
成
就
由
呂本
四
十
八
願
等
清
淨
願
心
之
所
=莊
嚴
一因
淨
故
果
淨
非
中無
レ因
他
因
有
呂

(淨
全
一
、
蜘
)

と
Q11�
ふ
°
こ
れ
三
種
莊
嚴
成
就
を
四
十
八
願
の
清
淨
願
心
に
基
く
と
せ
ら
る
。
更
に

「所
レ言
不
盧
作
佳
持
者
依
下本
法
藏
菩
薩
四
十
入
願
今
日
阿
彌
陀
如
來
自
在
祕
力
上願
以
成
レ力
力
以
成
レ願
、
願
不
二徒
然
一不
一一虚
假
一ガ
願
相
符
畢
竟
不
レ

至
故
日
气成
就
ご

(淨
全
一
、卿
)

-と
言
ふ
て
本
旗
力
を
強
調
し
、
衆
生
往
生
は
畢
竟
こ
の
本
願
力
に
依
る
と
し
て
五
念
門
の
行
を
修
し
て
自
利

々
他
し
速
に
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
を
得
る
こ
と
は
「
皆
縁
二阿
彌
陀
如
來
本
願
力

一故
」
と
言
ひ
こ
の
本
願
力
の
思
想
は
正
し
く
三
經
に
依
て
信
受
し
體
驗
せ
ら
れ
九
も

の
で
あ
る
。

五
、
本

願

論

淨
土
宗
義
上
、
本
願
は
彌
陀
が
成
佛
理
想
の
下
に
願
を
起
し
理
想
實
現
の
爲
め
の
修
道
印
ち
六
度
萬
行
を
兆
載

永
劫
に
成
就
し
建
設
し

て
衆
生
救
濟
の
本
願
を
立
て
る
と
言
ふ
の
は
、
衆
生
生
具
の
願
望
の
實
現
意
志
を
彌
陀
成
佛
の
上
に
具
象
せ
し

め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
丶

に
吾
人
を
し
て
理
想
的
生
活
の
瓧
會
環
境
に
趣
入
し
た
い
と
の
欲
筌
を
持
た
し
め
る
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
宗

組
も

「阿
彌
陀
佛
の
酬
因
感
果
、
極
樂
淨
土
の
二
報
莊
嚴
を
明
す
、
こ
れ
衆
生
の
願
樂
の
心
を
發
さ
心
め
ん
が
爲
な
吻
。」
(全
旧
)

と
あ
る
。
こ

Σ
に
彌
陀
は
四
十
八
願
を
發
し
て
西
方
に
極
樂
淨

土
を
構

へ
、
念
佛
す
る
衆
生
を
そ
の
上
に
救
ひ

と
り
給
ふ
の
で
あ
る
と
言

ふ
の
は
、
衆
生
の
眞
實
生
活

へ
の
飛
躍
を
望
む
心
を
滿
足
せ
し
め
る
爲
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
温

い
動
き
で
あ
り
、
そ
の
佛
土
は
眞
實

に
そ
こ
に
攝
取
せ
ら
れ
ん
と
の
願
生
心
を
發
さ
し
め
る
莊
嚴
な

の
で
あ
る
。
故
に
淨
土
宗
義
上
、
成
佛
國
土
の
誓
願
滿
足
の
後
は
衆
生
攝



受

の
本
願
論
の
み
が
働
く
と
す
る
所
に
佛
陀
論
よ
り
本
願
論

へ
の
轉
向
が
注
目
さ
れ
る
。
か
く
て
宗
義
上
、
四
十

八
願
中
、
特
に
第
十
七

諸

佛
稱
揚
願
、
第
十
八
念
佛
往
生
願
、
第
十
九
來
迎
引
接
願
、
第
二
十
繋
念
定
生
願
の
四
願
が
中
心
と
な
り
、
特
に
第
十
八
願
が
三
心
具

足
の
稱
名
念
佛
を
眞
實
生
因
と
選
取
せ
ゐ
も
の
、
生
因
本
願
、
王
本
願
と
稱
せ
ら
れ
全
誓
願
の
歸
結
と
見
る
の
で

あ
る
。
こ

丶
に
眞
實
の

所
求
、
所
歸
、
去
行
を
統
攝
し
て
結
歸

一
行
三
昧
の
念
佛
義
が
提
唱
せ
ら
れ
る
、
か

』
る
純
正
な
本
願
念
佛
の
統
攝
は
宗
祀
に
依
て
體
系

付
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
惟
ふ
に
淨
土
教
史
上
彌
陀

一
佛
歸
依
を
信
仰
し
、
願
生
西
方
の
信
行
を
確

立
せ
し
も

の
は
正
に
鸞
師

で
あ
つ

て
、
念
佛
修
道
に
依
る
菩
提
證
得
は
全
く
本
願
堰
上
縁
力
に
依
る
旨
を
強
調
さ
れ
體
信
し
て
ゐ
る
σ
佛
力
住
持
の
有
無
如
何
に
よ
つ
て
難

易

二
道
を
分
つ
こ
と
全
く
本
願
の
他
力
に
よ
る
と
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
宗
義
上
第
十
八
願
中
心
の
四
願
強
調
が
見
ら
れ
す
、
鸞
師
に
於
て

は
三
經
と
共
に
龍
樹
の
示
教
に
依
り
て
、
特
に
第
十

一
住
正
定
聚
願
、
第
十
八
念
佛
往
生
願
、
第
二
十
二
早
作
佛

の
三
願
を
強
調
し
て
あ

る
。
之
に
依
て
淨
土
に
往
生
し
及
び
不
退
を
得
、
又
速
に
成
佛
す
る
こ
と
が
出
來
る
論
證
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
龍
樹
の
感
化
に
よ
り
不

退

の
問
題
よ
り
出
發
し
早
气
作
佛
を
得
ん
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
爲
め
に
は
先
づ
以
て
第
十
八
念
佛
往
生
の
願
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
し
究
も
の
で
あ
ら
う
コ
こ
の
邊
に
宗
組
の
純
正
な
本
願
觀
と
は
い
さ

ふ
か
趣
を
異
に
す
る
が
、
易
行
道
は
佛
の
願
力
に
乘
じ
て
淨
土
に

往
生
し
佛
力
住
持
に
ょ
り
成
佛
し
得
る
と
し
て
後
世
に
及
ぽ
せ
る
影
響
多
く
本
願
信
仰
史
上
の
注
目
す
べ
き
展
開

で
あ
る
と
言

へ
る
。

六
、
佛

土

論

淨
土
宗
義
は
、
淨
土
信
仰
に
基
く
念
佛
信
行
を
内
因
と
し
、
佛
の
大
願
力
を
外
縁
と
し
て
報

土
に
往
生
す
る
義
を
明
に
し
た
も
の
、
そ

の
報
土
に
或
は
三
輩
九
品
を
分
別
す
る
が
、
こ
れ
は
信
行
に
ょ
り
樹
て
ら
れ
た
往
生
人
の
生
活
を
類
別
し
た
も
の
、
從
て
報

土
は
生
活
相

淨
土
宗
義
と
曇
鸞
教
義
(千
賀
)

八

一



八
二

異

な
る
も
眞
實
生
活
者
と
し
て
の

一
味
平
等
の
理
想
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
理
發
展
の
上
よ
り
す
れ
ば
所
謂
西
方
樂
土
と
信
受
さ
れ

勝
で
は
あ
る
が
、
要
は
亂
想
の
下
愚
衆
生
を
し
て
讃
仰
せ
し
め
願
生
せ
し
め
て
、
そ
こ
に
攝
受
せ
ん
爲
め
に
示
現
さ
れ
た
相
と
見
る
べ
き

で
人
間
の
生
の
歸
趨
す
べ
き
方
面
を
指
示
し
て
眞
實
生
活
の
理
想
的
祗
會
相
を
構
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

「わ
れ
淨
土
宗
を
立
つ
る
心
は
凡
夫
の
報
土
に
生
ま
る
こ
と
を
示
さ
ん
が
爲
め
な
り
。」
(全
、
嬲
)

と
は
宗
組
以
前
の
形
式
的
儀
禮
的
第
三
人
稱
的
佛
教
に
反
し
て
、
凡
聖
同
願
同
證
あ
る
淨
土
立
宗
の
意
義
が
理
解

さ
れ
把
握
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
報

土
往
生
は
吾
人
衷
心
の
希
求
す
る
生
活
理
想
で
あ
る
。
衆
生
の
待
望
し
且

つ
そ
の
實
現
招
來
を
期
す

べ
き
で
あ
る
べ
き
人
道

瓧
會
で
あ
る
。
從
て
之
に
方
向
付
け

る
こ
と
に
依
て
、
人
生
を
價
値
あ
ら
し
め
飛
躍
せ
し
め
る
こ
と
が
宗
詛
の

「生
け
ら
ば
念
佛
の
功
つ
も
り
h
死
な
ば
淨
土
に
ま
ゐ
り
な
ん
ど
て
も
か
く
て
も
此
身
に
は
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
こ
と
そ
な
き
、」
(全
集
謝
)

の
念
佛
生
活
が
宗
義
の
要
請
す
る
所
で
あ
る
。

鸞
師
教
學
に
於
て
は
そ
の
時
代
の
上
よ
り
眺
め
る
も
、
未
だ
佛
身
、
淨
土
の
分
"↓類
等
が
論
ぜ
ら
れ
て
な
い
、
從

て
報
化
等

の
名
を
擧
け

な

い
。
併
し
論
註
に

「指
下法
藏
菩
薩
集
二諸
波
羅
蜜
一積
習
所
占成
亦
言
レ性
者
聖
種
性
、
序
法
藏
菩
薩
於
二世
自
在
王
佛
所
一悟
二無
生
法
忍
一
爾
時
位
名
二
聖
種
性
囀於
二是
性
中
硝

發
一一四
十
八
願
大
願
一修
=起
此
土
一邸
日
二安
樂
淨
土
ご
(淨
全

一
、
嬲
)

と
あ
る
は
彌
陀
を
報
身
、
、そ
の
土
を
報
土
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
且
つ
往
生
論
等
に
依
て
淨
土
を
出
過
三
界
の
處

と
す
る
の
も
明
で
あ
り

且

つ
凡
入
報
土
の
義
も
認
め
ら
れ
る
宀
即
ち
論
註
上
卷
に
天
親
の
廻
向
門
の

「
普
共
二諸
衆
生
一往
二生
安
樂
國
ご

を
釋
し
て
無
量
壽
經
第

十

八
願
丈
、
及
び
觀
經

下
汝
品
の
丈
を
引
用
し
て
之
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち



「明
知
下
品
凡
夫
但
令
下不
レ誹
二謗
正
法
一信
佛
因
縁
皆
得
中往
生
ご

(淨
全

、麟
)

と
言

ふ
。
而
も
鸞
師
の
往
生
觀
に
就
て
は
二
種
あ
り
、
三
世
盧
妄
の
生
、
無
生
の
生
と
し
て
特
に
後
者
を
力
読
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
。
併

し
上
根
上
智
は
無
生
の
本
義
を
諦
め
る
が
下
根
下
劣
の
な
し
得
ち
所
で
な
い
、
要
は
本
願
力
に
支
持
さ
れ
て
無
生
の
本
義
に
契

ふ
べ
き
所

由
を
示
し
て
淨
土
宗
義
上
に
於
け
る
本
願
往
生
の
特
相
を
教

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
宗
祀
は
素
直
な
往
生
の
表
現
を
と
ら
れ
た
が
、
生
死

超
絶
の
大
願
力
に
依
る
無
生
の
法
味
を
内
に
祕
め
ら
れ
て
立
義
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

七
、
信

行

論

淨

土
宗
行
者
の
信
行
に
就
て
先
づ
信
は
念
佛
生
活

へ
の
態
度
に
し
て
行
に
現
は
れ
る
と
否
と
に
依
て
總
別
の
安
心
を
區
別
す
る
、
總
安

心
は
淨
土
教

へ
歸
依
す
る
心
構

へ
で
あ
り
、
別
安
心
は
念
佛
生
活
に
封
す
る
心
構

へ
で
あ
る
。
總
安
心
に
菩
提
心
と
厭
欣
心
を
立
て
、
別

安
心
は
所
求

・
所
歸

・
去
行
に
饗
し
て
の
心
的
態
度
で
至
誠
心

・
深
心

・
回
向
發
願
心
で
帥
ち
三
心
で
こ
れ
念
佛
生
活
に
目
覺
め
る
心
で

あ
る
。
至
誠
心
は
内
外
相
應
帥
ち
内
外
倶
實
の
身
口
意
の
三
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
深
心
に
信
機

・
信
法
を
分
ち
、,
信
機
は
肚
會

的
存
在
と
し
て
の
個
的
生
命
の
劣
惡
さ
を
信

じ
念
佛
生
活
に
大
悲
の
攝
取
が
成
就
す
る
こ
と
を
確
信
す
る
、

大
經
に

「
矯
慢
弊
懈
怠
難
三

以
信

二
此
法
ご

と
あ
り
て
眞
に
謙
虚
な
態
度
と
な
る
時
開
け
來
る
永
遠
の
救
濟
道
の
信
仰
で
あ
る
。
略
言
す
れ
ば
淨

土
往
生
の
信
仰
こ
そ

一
刧
が
救
は
れ
る
所
以
の
金
剛
の
確
信
に
立
て
熟
情
を
も
て
往
生
を
願
ひ
、
凡
ゆ
る
寳
踐
の
效
果
を
淨
土
往
生
の
爲

め
に
捧
ぴ
る
こ
れ
回

向
發

願
心
で
あ
る
σ

か
エ
る
宗
詛
の
三
心
釋
は
導
師
の
指
南
に
基
～
で
あ
ら
う
が
こ
の
淨
土
信
に
柑
應
す
る
淨
土
行
者
の
實
踐
行
は
口
稱
・

念
佛

で
あ
る
。
帥
ち
淨

土
宗
の
念
佛
生
活
の
樣
相
は
宗
祗
に
依
て
ロ
稱
念
佛
に
よ
る
統
制
さ
れ
た
往
生
行
の
生
活
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま

淨
土
笨
義
と
曇
鸞
教
義
(千
賀
)

八
三



八
四

で
も
な
い
。
帥
ち
和
語
燈
録
に

「現
世
の
す
ぐ
べ
き
樣
は
念
佛
の
申
さ
れ
ん
樣
に
す
べ
し
、
…
…
衣
食
佳
の
三
は
念
佛
の
助
業
な
り
、
そ
れ
印
ち
自
身
安
穩
に
し
て
念
佛
往
生
を
と
げ
ん

に
は
何
事
も
み
な
念
佛
の
助
業
な
り
。」
(全
、猫
)

と
言

ふ
生
活
樣
式
の
規
定
で
あ
る
。

こ
の
宗
組
の
念
佛
生
活
樣
式
は
そ
の
巳
證
法
門
で
あ
る
と
共
に
導
師
に
隨
順
さ
れ
し
も
の
、
遡
り
て

鸞
師
の
五
念
門
生
因
読
を
基
調
と
せ
る
こ
と
濁
言

へ
る
。
併
し
鸞
師
に
於
て
は
未
だ
分
明
な
導
室
兩
祀
の
如
き
信

行
の
分
科
を
見
ら
れ
な

い
、
否
可
成
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
論
註
讃
歎
門
下
の
三
信
三
不
信
論
は
明
に
安
心
に
當
り
、
止
觀

並
に
菩
提
心
を
中
心
と

す

る
五
念
門
こ
そ
淨
土
正
因
の
信
仰
で
あ
る
。
邸
ち
鸞
師
が
佛
の
本
願
力
を
彊
調
せ
る
結
果
淨

土
往
生
が
第

一
目

的
と
な
り
、
從
て
そ
の

行
法
と
し
て
論
の
五
念
門
即
ち
禮
拜
、
讃
歎
、
作
願
、
觀
察
、
回
向
の
五
を
立
て
丶
修
道
と
し
て
ゐ
る
。

先
づ
禮
拜
門
は
願
生
心
を
以
て
彌
陀
を
禮
拜
し
、
讃
歎
門
は
盡
十
方
無
碍
光
如
來
の
名
を
稱
す
る
の
で
あ
る
、
如
實
に
修
行
し
て
名
號

の
義
に
相
應
す
れ
ば
、
無
明
の
黒
闇
は
破
れ

一
切
の
志
願
は
滿
ぜ
ら
れ
る
が
、
衆
生
が
稱
名
憶
念
し
て
も
志
願
が
滿
足
さ
れ
ぬ
の
は
三
種

の
不
相
應
が
あ
る
か
ら
だ
と
Q11II
ふ
°
師
ち
論
註
に
三
不
信
を
擧
け
て

「有
一囀三
種
不
相
應
コ

者
信
心
不
レ淳
若
レ存
若
レ込
故
、
二
者
信
心
不
レ
一
無
二決
定
一故
、
三
者
信
心
不
二相
續
一
餘
念
間
故
、
此
三
句
展
轉
相
成
以
二
信
心

不
。淳
故
無
二決
定
一無
二決
定
一故
念
不
二相
續
一亦
可
靠念
不
=相
續
一故
不
レ得
二決
定
信
一故
心
不
レ淳
。」
(淨
全

一
、
嬲
)

と
言
ひ
、

「
與
ゾ
此
相
違
名
二
如
實
修
行
相
應
ご

と
し
て
信

心
淳
、

信
心

一
、

信
心
相
續
の
三
を
具
足
し
て
信
心
が
決
定
相
綾
す
れ
ば
如

來

の
名
號
の
義
に
相
應
し
て
能
く
無
明
の
黒
闇
を
除
き

一
切
の
志
願
を
滿
す
る
も
の

と

し

て

ゐ
る
。
こ
の
読
は
後
導
師
の
安
心
釋
と
な

り
、
更
に
宗
祀
の
「
念
佛
行
者
必
具
二
三
心
一」
読
と
な
り
宗
義
上
の
要
旨
と
な
る
、
か

丶
る
讃
歎
門
の
解
釋
は
鸞
師

獨
特
の
見
解
に
て
信
心



正
因
読
の
基
源
を
な
す
と
言

へ
る
。
次
に
作
願
門
は

一
心
專
念
に
往
生
せ
ん
と
作
願
し
、
如
實
に
奢
摩
他
帥

ち
止
(
止
惡
)
を
修
行
す
べ
き

で
あ
り
、
こ
れ
は
如
來
の
如
實
の
功
徳
よ
り
生
す
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
。
觀
察
門
は
正
念
に
三
種
二
十
九
種

の
莊
嚴
を
觀
察
し
て
往
生
論

に
基
き
如
來
の
功
徳
を
得
て
往
生
し
甼
等
法
身
を
證
得
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
叉
廻
向
門
に
於
て
往
相
還
相
の
二
義
を

立
て
然
も
こ
の
廻
向
心
は
大
經
三
輩
生
の
中
の
無
上
菩
提
心
を
指
す
の
で
、
無
上
菩
提
心
は
即
ち
願
作
佛
心
、

願
作
佛
心
は
帥
ち
度
衆
生

心
、
度
衆
生
心
は
帥
ち
衆
生
を
攝
取
し
て
有
佛
の
國
土
に
生
ぜ
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
淨

土
往
生
を

願
す
る
も
の
は
必
す
菩
提

心
を
發
す
べ
き
で
あ
る
と
言

ふ
菩
提
心
正
因
論
を
強
調
し
て
ゐ
る
。
鸞
師
は
こ
の
菩
提
心
の
向
上
を
明
す
と
同
時
に
又
三
信
を
彊
調
す
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
淨
土
三
經
の
所
詮
が
名
號
で
あ
り
、
或
は
「
但
稱
二名
號
一十
念
相
績
」
し
て
業
事
成
辨

す
る
と
言
ふ
樣
に
五
念
門

の
外
に
第
十
八
願
文
及
び
觀
經
の
下

々
品
の
文
に
依
り
憶
念
の
十
念
を
以
て
十
念
業
成
を
諡
い
て
名
號
を
稱
す

る
の
も
亦
是
の
如
し
と
念

無
他
想
の
十
念
を
強
調
し
て
ゐ
る
沿

鸞
師
が
名
號
を
重
ん
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
讃
歎
門
下
の
如
來
の
名
號
が
よ
く

一
切
の
悪
を
止
む
と
云
ひ
、
叉
論
註
下
に

「若
人
雖
レ有
二無
量
生
死
之
罪
濁
一聞
=彼
阿
彌
陀
如
來
至
極
無
生
清
淨
寶
珠
名
號
一投
二之
濁
心
哨念
念
之
中
罪
滅
心
淨
即
得
二往
生
ご

(淨
全

一
、
螂
)

と
言
ひ
、
叉
論
註
上
讃
歎
門
下
に
如
來
の
名
號
は
名
言
そ
の
も
の
に
法
體
が
相
帥
し
て
ゐ
る
か
ら
印
ち
不
思
議

の
功
用
が
あ
る
。

一
切
の

志
願
を
滿
足
さ
せ
る
義
が
あ
る
と
言
ふ
名
體
相
帥
読
を
強
調
し
以
て
極
め
て
稱
名
を
重
ん
じ
て
あ
る
。
而
も
そ
の
稱
名
は
唯
だ

一
心
不
亂

に
他
事
を
縁
ぜ
す
積
念
相
續
さ

へ
す
れ
ば
よ
い
と
し
て
ゐ
る
。
選
擇
集
卷
末
の
總
結
文
に

「夫
欲
速
離
一一生
死
一二
種
勝
法
之
中
且
閣
=聖
道
門
一選
入
二淨
土
門
嚇欲
レ入
二淨
土
門
一正
雜
二
行
之
中
且
抛
二諸
雜
行
囀選
應
レ歸
二
正
行
一欲
レ修
二於
正
行
一

正
修
二
業
之
中
獪
傍
二於
助
業
一選
應
レ專
一一正
定
ご

(全
、
52
)

淨
土
宗
義
と
曇
鸞
教
義
(千
賀
)

八
五



八
六

と
あ
る
。
か

丶
る
實
踐
の
綱
規
は
導
師
の
深
心
釋

に
俵

る
正
雜
二
行
、
正
助
二
業
の
判
別
に
基
く
の
で
あ
る
。
し
が
も
信
行
の
方
規
を
示

し
た
導
師
の
安
心

・
起
行

・
作
業
の
起
行
の
相
と
し
て
五
念
門
を
依
用
も
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
勿
論
作
願
觀

察
の
止
觀
中
心
で
な
く
禮
拜

讃
歎
、
憶
念
、
作
願
、
回
向
に
順
序
を
か

へ
て
は
あ
る
が
、
何
處
ま
で
も
往
生
業
の
實
修
と
し
、
深
赴
を
中
心
と
し
て
正
雜
助
正
業

を
示

し
、
願
行
具

足
ゼ
る
念
佛
往
生
生
活
を
勸
む
6
も
の
で
之
に
配
す
る
に
五
念
門
を
至
誠
心

と
回
向
發
願
心
と
に
分
別
ぴ

て
三
心
具
足
の
究

極
が
稱
名
念
佛
の

一
行
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
で
ゐ
る
。

(三
心
具
足
)

讃

供
(口
業
)

華

鬻

門
}

五
念
門
の
中
、
始
め
の
三
業
は
全
く
五
正
行
に
含
ま
れ
る
の
み
な
ら
す
、
至
誠
心
は
五
正
行
全
體
の
蓮
用
を

支
ふ
る
も
の
で
あ
り
、
別
し

て
深
心
の
行
と
し
て
、
行
に
就
て
そ
れ
が
全
く
の
往
生
の
正
行
な
る
を
信
じ
て
の
行
で
あ
り
、
此
の
五
種
行

の
效
果
凡
て
が
淨
土
願
生
の

た
め
の
回
向
發
願
行
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
五
正
行
の
中
に
餘
す
所
な
く
五
念
門
は
流
盡
し
て
居
る
と
言

へ
る
。
か
く
五
正
行
よ
り
選

擇
本
願
念
佛
の
廢
立
と
な
る
宗
義
の
實
踐
は
五
念
門
の
展
開
と
し
て
五
正
行
、
五
正
行
の
導
師
施
釋
に
基
て

「
た

"
深
く
本
願
を
た
の
み

て
口
に
名
稱
を
と
な
ふ
る
、
こ
の

一
事
の
み
假
令
な
ら
ざ
る
の
行
な
り
」
と
正
助
を
批
判
し
て
正
定
業
を
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
る

が
故
に
宗
義
の
實
踐
と
し
て
は
展
開
を
重
ね
て
ゐ
る
が
鸞
師
の
五
念
門
が
始
源
を
な
す
と
も
見
ら
れ
る
。



八
、
結

語

淨
土
宗
義
史
上
支
那
に
於
廿
る
淨

土
思
想
の
始
祀
、
鸞
師
の
教
義
を
概
觀
し
た
が
特
に
淨

土
思
想
展
開
の
上
、
佛
の
本
願
力
を
發
見
し

之
を
體
驗
さ
れ
て
信
心
を
重
要
靦
し
名
號
を
根
本
主
體
と
し
、
淨

土
往
生
乃
至
早
作
佛
の
可
能
な
る
こ
と
を
明
か
に
さ
れ
た
の
は
後
世
に

影
響
す
る
所
多
く
、

本
願
論
は
淨

土
祀
師
に

傳
承
さ
れ
て

淨
土
教
の
中
心
思
想
と
し
て
發
展
を
な
し
、

偏
依
善
導
の
宗
義
も
そ
の
始
源

叉
鸞
師
に
あ
り
と
言

へ
る
。
特
に
龍
樹
の
二
道
論
を
應
用
し
て
淨

土
歡
の
特
相
を
主
張
す
る
な
ど
宗
義
發
揚

上
不
滅
の
偉
功
あ
り
と
言

へ

る
。
特
に
淨

土
十
念
傳
法
は
正
に
鸞
師
の
読
に
基
く
の
で
斯
の
方
面
に
就
て
も
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
今
は
割
愛
し
、
-唯
遠
忌
を
邀

へ
て

い
さ

蕊
か
淨

土
宗
義

と
鸞
師
教
義
を
概
読
し
て
追
遠

の
誠
を
捧
け
る
次
第
で
あ
る
。

淨
土
宗
義
と
曇
鸞
教
義
(千
貧
)

八
七




